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次
期
計
画
で
は
、
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
障
が
い
の
あ

る
か
た
の
地
域
生
活
へ
の
移

行
と
、
一
般
就
労
へ
の
移
行
を

さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
広
報

啓
発
や
交
流
活
動
の
充
実
に

よ
り
、
障
が
い
に
つ
い
て
の
地

域
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
相

談
支
援
体
制
の
充
実
や
生
活

と
就
労
の
場
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
必
要
な
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
が
計
画
的
に

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
数
値
目

標
や
事
業

の
見
込
み

量
な
ど
の

設
定
を
行

い
ま
す
。
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園
庭
に
、昔
懐
か
し
い「
は
な
い
ち

も
ん
め
」遊
び
の
、子
ど
も
た
ち
の
歌

声
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。

　

参
観
日
や
園
庭
開
放
の
時
間
に
保

護
者
に
紹
介
す
る
と
、「
わ
あ
、懐
か

し
い
」と
皆
さ
ん
の
顔
が
ほ
こ
ろ
び

ま
す
。

　

わ
ら
べ
う
た
は
人
か
ら
人
へ
と
伝

え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
か
ら
、時

代
や
地
方
に
よ
っ
て
、音
の
高
低
や

地
方
言
葉
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
微
妙
に
異
な
り
、

「
私
の
小
さ
い
こ
ろ
は
、こ
ん
な
ふ
う
に
歌
っ
て
い
た
」

な
ど
と
、保
護
者
の
皆
さ
ん
の
会
話
も
弾
み
ま
す
。

　

言
葉
の
掛
け
合
い
と
鬼
ご
っ
こ
の
要
素
が
詰
ま
っ

た「
あ
ぶ
く
た
っ
た
」の
遊
び
や
、「
あ
ん
た
が
た
ど
こ

さ
」の
ま
り
つ
き
遊
び
も
、公
園
な
ど
で
異
年
齢
と
の

交
流
が
減
っ
た
現
代
で
は
、大
人
が
意
識
し
て
子
ど
も

に
伝
え
な
い
と
、受
け
継
い
で
い
く
の
が
難
し
く
な
り

ま
し
た
。　

　

そ
こ
で
、幼
稚
園
で
は
こ
の
よ
う
な
伝
承
遊
び
も
保

育
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。先
生
が
伝
承
役
に
な

り
、遊
び
を
紹
介
し
ま
す
。昔
な
が
ら
の
遊
び
で
す
が
、

子
ど
も
に
と
っ
て
は
新
し
い
遊
び
で
す
。子
ど
も
は
遊

び
を
通
し
て
経
験
を
重
ね
、そ
の
経
験
を
生
き
る
力
に

し
て
い
け
る
よ
う
に
、子
ど
も
同
士
の
か
か
わ
り
や
異

年
齢
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

遊
び
の
中
で
友
達
の
良
さ
を
感
じ
、遊
び
を
楽
し
く

進
め
る
た
め
の
約
束
事
に
気
付
き
、年
下
の
子
を
思
い

や
る
仲
間
意
識
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、こ
ま
や
け
ん
玉
・
竹
馬
な
ど
自
分
で
練
習
し
、

技
を
身
に
付
け
て
い
く
遊
び
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
遊
び
は
、何
度
も
何
度
も
根
気
強
く
練
習
し
な
け

れ
ば
で
き
ま
せ
ん
が
、初
め
て
で
き
た
時
に
は
、周
り

の
友
達
も
一
緒
に
な
っ
て
喜
び
、幼
稚
園
中
の
あ
ち
こ

ち
で
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
す
。で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
喜
び
、友
達
に
認
め
ら
れ
た
喜
び
が
次
の
意
欲
を
生

み
、や
さ
し
い
技
か
ら
、ど
ん
ど
ん
高
度
な
技
に
挑
戦

し
て
い
く
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。こ
の
集
中
力
や
根
気
・

遊
び
へ
の
意
欲
は
、集
団
で
遊
ぶ
こ
と
で
、よ
り
い
っ

そ
う
高
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
に
は
、こ
の
他
に
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
折

り
紙
や
あ
や
と
り
・
お
手
玉
な
ど
、貴
重
な
文
化
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

を
交
え
な
が
ら
、伝
承
遊
び
を
通
し
、子
ど
も
の
持
つ

力
を
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
�
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�
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�
�
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　このたび、市税の不申告への過料の新設および過料の上限額の改正（１月
１日）を行いましたので、次のとおりお知らせします。
�������	
��
�
������　所得金額・控除額等にかかる不申告、納税管理人の不申告
������　償却資産の不申告、住宅用地の不申告、納税管理人の不申告
������　登録・排気量変更・廃車等の不申告
�� � � �　売り渡し等の製造たばこの本数・税額等の不申告（新設）
�� � � �　課税標準額・税額等の不申告（新設）、事業所等の新設・廃止の
　　　　　　　不申告、事業所用家屋貸し付けの不申告、納税管理人の不申告
※正当な理由のない不申告には、10万円以下の過料を科する場合があります。
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「
芦
屋
市
第
三
期
障
害
福
祉
計
画
」
は
、

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
二
十
六
年
度
ま
で

の
三
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
る
平
成
二
十
六
年
度
の
数
値

目
標
お
よ
び
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
見
込

み
量
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、

「
三
年
後（
計
画
の
最
終
年
度
）に
希
望
す

る
生
活
の
場
」と「
三
年
後
に
希
望
す
る
日

中
活
動
の
場
」に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、

『
家
族
と
一
緒
に
自
宅
で
生
活
し
、
仕
事

を
し
て
暮
ら
し
た
い
』
と
い
う
回
答
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー

ム
の
利
用
や
、
一
人
暮
ら
し
や
結
婚
の
た

め
に
家
を
借
り
た
い
と
い
う
割
合
も
高
く

な
っ
て
お
り
、『
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
地

域
の
中
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
』

と
い
う
希
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
三
年
後
も
地
域
の
中
で
暮
ら
し

続
け
る
の
に
必
要
な
こ
と
」に
つ
い
て
の

質
問（
グ
ラ
フ
参
照
）で
は
、『
ち
ょ
っ
と
し

た
不
安
や
困
り
事
で
も
相
談
に
の
っ
て
く

れ
る
身
近
な
相
談
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ

と
』『
緊
急
時
に
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
る

こ
と
』と
い
う
回
答
と
と
も
に
、『
自
分
の

病
気
や
障
が
い
を
理
解
し
て
く
れ
る
隣
近
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　７月の「在留管理制度の改正」により、特別永住者は「外国人登録証明書」が「特
別永住者証明書」に替わります。これに伴い、新制度施行後に新たに交付される
「特別永住者証明書」の事前の申請が、７月６日まで受け付け可能となりました。
※現在の「外国人登録証明書」は、新制度導入後も一定期間「特別永住者証明書」と
　みなされますので、すぐに替える必要はありません。施行後、速やかな「特別永
　住者証明書」の交付を特に希望しないかたは、事前申請の手続きは不要です。
※一定期間とは在留管理制度の改正後３年以内、もしくは３年を越える有効期限
　の外国人登録証明書をお持ちのかたはその有効期限内となります。
※特別永住者証明書の交付日は、平成24年８月以降となります。
�����　外国人登録証明書・証明写真１枚（７月９日時点で16歳未満は不要）
　　　　　　・パスポート（ないかた不要）を持参し、執務時間内に18番窓口へ
　　　　　　�������	
��

�������������������	
�������	
��
�����
　電子証明の有効期間が満了し、失効した場合は国税の申告などの電子申請・届
け出に使用できません。更新手続きは、必要書類を持参し、執務時間内に市民課19
番窓口へ。なお、下記の土曜日は窓口を開設しています。ご利用ください。
���　２月25日（土）・３月10日（土）午前10時～午後４時　���　①住基カー
ドの申請・交付②公的個人認証の申請・交付　�����　①身分証明書２点・証
明写真１枚・印鑑②住基カード・本人確認用書類・暗証番号〈※詳細は上記へ〉　�
���　各500円　�������	
��

������������������	���
�

�������	��

�������	
���
�����

所
の
人
が
い
る

こ
と
』の
割
合

も
高
く
な
っ
て

お
り
、
身
近
に

支
援
を
受
け
ら

れ
る
環
境
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
																					






















���������������������

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�������������������������������������������
���������������������
���������������������
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
���
	
�
�
�
�
�
�


�
�

��

��

　
「
芦
屋
市
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
は
、

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
三
十
二
年
度
に
か

け
て
の
本
市
の
下
水
道
政
策
の
基
本
的
方

向
と
、
施
策
ご
と
の
整
備
目
標
や
具
体
的

な
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

本
市
の
下
水
道
普
及
率
は
す
で
に　

％
100

を
達
成
し
て
い
る
た
め
、
今
後
は
美
し
い

自
然
環
境
と
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守

り
、
効
率
的
な
事
業
運
営
を
行
う
た
め
、

下
水
道
施
設
の
効
率
的
な
維
持
管
理
や
雨

水
整
備
へ
と
事
業
を
展
開
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

昨
秋（
十
月
十
三
日
〜
十
一
月
十
二
日
）

に
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
い

た
だ
い
た
原
案
へ
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

こ
の
た
び「
芦
屋
市
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

に
向
け
て
、
進
行
管
理
と
点
検
・
評
価
を

行
い
な
が
ら
事
業
の
改
善
に
努
め
、
順
次

事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
詳
細
お
よ
び
市
民
意
見
の
結
果
は
、
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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●平日の昼間は水道部
へお尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
は市役所（�31-2121）
へお尋ねください。

●夜間の修理は、右の業
者が待機しています。
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　おむつ代について医療費控除を受ける場合、初回は医師が発
行する「おむつ使用証明書」を確定申告書に添付します。用紙は
高年福祉課にあります。
　２年目以降のかたは、「おむつ使用証明書」に替え、市が介護
保険法に基づく要介護認定にかかる主治医意見書の内容を確
認した書類を確定申告書に添付することで足りる場合があり
ます。意見書の記載内容によっては、市が書類を交付できない
場合がありますので、介護保険担当にご相談ください。
�������	
��
　介護保険のサービスについては、医療系サービス（訪問看護
など）に係る自己負担額が医療費控除の対象となります。
　また、福祉系サービスについても、居宅サービス計画に医療
系サービスが位置づけられている場合等に、自己負担額が医療
費控除の対象となります。
　医療費控除の対象となる金額については、各サービス事業所
が発行する領収証に記載されています。記載のない場合は、各
事業所にご確認ください。
　なお、最終的に医療費控除の対象になるかどうかは、税務署
が個々に判断することになります。
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　介護保険で「要介護１」以上に認定された65歳以上の高齢者
は、確定申告等の際に、障害者控除を受けることのできる「認定
書」（障害者控除対象者認定書）を交付できる場合があります。
　高年福祉担当にご相談ください。
�������	
�
①申請者（障害者控除を受けるかた）の証明書（保険証等）
②申請者の印鑑　③要介護認定者のかたの証明書（保険証等）
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　市税の滞納により差し押さえた、不動産の公売会を行います。
入札はどなたでも参加できます。
�������	
��
�������������������� �!"�

�������
�����　所在：山手町14番12（住居表示・山手町28番７号北
　　　　　　側の物件）/地目：宅地/地積：140.50㎡
　　　　　　鉄筋コンクリート造陸屋根３階建て（居宅・車庫）
　　　　　　/床面積：１階 48.50㎡・２階 40.75㎡・３階 50.13㎡
�����　２月28日（火）午後２時20分入札開始　
�����　市役所分庁舎２階大会議室

�������	
��
�����　所在：岩園町394番２（住居表示・岩園町６番41号）
　　　　　　/地目：宅地/地積：217.42㎡
�����　２月13日（月）午後１時～24日（金）午後11時　
�����　３月２日（金）午後１時～９日（金）午後１時
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　国土交通省近畿地方整備局・近畿
運輸局・阪神高速道路・兵庫県警察で
は、国道43号・阪神高速３号神戸線沿
道の大気環境改善に向けて、２月に
「第13回交通需要軽減キャンペーン」
を実施します。
　キャンペーン期間中は、阪神高速
５号湾岸線等へう回するなど、特に
大気環境に配慮した道路の利用等に
ご協力をお願いします。
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　第２次地域福祉計画検討部会「わがまちベンチプロジェクト」では、
芦屋のまち中で一休みできるベンチがあれば、みんなが声を掛け合い、
人の輪が広がって、楽しいまちになると考えました。
　取り組みの第１歩として、保健福祉センターに設置して、今後広げて
いきたいと考えています。ぜひ、あなたがデザインしたベンチと名前・
思いを書いてご応募ください。優秀作品は、３月17日に表彰します。
�����　２月１日～14日　������　市役所地域福祉課、保
健福祉センター１階で配付（＊市ホームページからもダウンロード可）
�����　直接、応募用紙配付場所（上記）に設置の応募箱へ
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※３月上旬ごろ、芦屋病院から受診希望日の調整・検査項目等の詳細を郵送します。
※芦屋病院「（仮）人間ドックセンター」のオープンに伴い、下半期（検査日・９月～平成25年３
　月）から検査内容が変更する予定です。下半期分は、７月にご案内します。
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①申し込み時点で、１年以上継続して市内に
　在住されているかた
②申し込み時点で、平成23年度第７期以前の
　保険料に未納がないかた
③平成24年度に、後期高齢者医療制度健康診
　査を受診されないかた（後期高齢者医療制
　度健康診査との重複受診はできません）
④平成24年度に市国民健康保険から人間ドッ
　グの助成を受ける場合も、重複での受診は
　できません。
⑤４月２日以降に後期高齢者医療制度に加入
　される（被保険者になる）かたは、資格取得
　年月日から検査対象者となります。
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①申し込み時点で、１年以上継続して芦屋市
　国民健康保険に加入されているかた（ただ
　し、検査日現在に後期高齢者医療制度を含
　む他保険に加入・異動されたかたは対象外）
②昭和12年４月２日以後、昭和52年４月１日
　以前生まれのかた
③申請時に、平成23年度第７期以前の保険料
　に未納がないかた
④平成24年度に特定健康診査を受診されない
　かた（特定健康診査との重複受診はできま
　せん）

����

�������

※応募多数の場合、２月20日（月）午後２時から、市役所北館２階会議室３で公開抽選
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������　前立腺検査・腫瘍マーカー（CEA・PSA）
������　子宮がん検診、乳腺触診・乳房撮影検査（マンモグラフィー）、
　　　　　　  腫瘍マーカー（CA125）����

�� � �　胃カメラ（口から）または食道・胃・十二指腸造影（バリウム）
������　ヘリコバクターピロリ抗体（血液）1,000円
　※40歳以下のかたのみ、胸部ＣＴを胸部Ｘ線に変更可
　　（胸部Ｘ線の場合は、検査料金から　3,000円差し引きます）

�����　45,000円（本人負担額23,000円）　�����　22,000円����

■はがき（１人１枚）に、被保険者証番号・氏名（ふりがな）・住所・生年月日・性別・電話番号・
胸部Ⅹ線希望の有無（40歳以下のかたのみ）・オプション検査希望の有無・胃カメラ希望の有
無・第１～第３希望日（※国民健康保険加入者で、８月末日までに満75歳となるかたは、必ず
誕生日より前の日付。また、必ずしもご希望通りになるとは限りません）を記入の上、２月14
日（火）＜必着＞で下記へ
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��������（〒659-8501　住所不要）
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��������（〒659-8501　住所不要）�����
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　「市民委員」を、次のとおり募集します。
������
�芦屋市地域包括支援センター運営協議会は、同センターの設
　置、公正・中立性の確保、適正な運営を図るために必要な事
　項について協議します。
�芦屋市地域密着型サービス運営委員会では、サービスを提供
　する事業者の指定・サービスの質の確保を図るために必要な
　事項について協議します。
�����　２月１日～29日
�����　①４月１日現在、満年齢40歳以上65歳未満のかた
　　　　　　②４月１日現在、満年齢65歳以上のかた
�����　①②各１人
�����　４月～平成26年３月末（２年間）
�����　原則として平日の昼間に１回２時間、年６回程度
　　　　　　の開催を予定（※詳細は委員会で決定）
�� � �　規定に基づき委員報酬および交通費を支給
�����　住所・氏名・電話番号・生年月日・性別を記入し、　
　　　　　　「高齢者が住み慣れた地域で生活し続けるための
　　　　　　支援について」に関する作文（800字以内・様式自
　　　　　　由・返却不可）を添え、郵送・ファクス（�38-2160）
　　　　　　またはメールで、２月29日（水）〈必着〉までに上記へ
�� � �　応募の作文により、推薦委員会において決定。　
　　　　　　結果は本人あてに通知します。


